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分野

女子マネージャーは、男子選手のために掃除、洗
濯、炊事といった「女性的役割」を担ってきたこと
から、性支配関係を体現していると言われてきまし
た。本研究では、女子マネージャーの活動内容に着
目し、彼女たちの「語り」の中から、女子マネー
ジャー制度自体が抱える性差別の存在を詳らかにし、
さらに彼女たちの意識構造が形作られてきた要因
（環境、ステークホルダー、社会制度等）について
明らかにすることを目的とします。
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スポーツ社会学、ジェンダー
研究、教育学、男女共同参画

ジェンダーの視点から
スポーツ・運動部活動を考える

運動部における「女子マネージャー」の
抑圧経験に関する社会学的研究

●特徴 スポーツ環境においては、女性がセクシュ
アル・ハラスメント（セクハラ）を甘受しやすいこ
とが知られています。実際に、私が大学アメリカン
フットボール部で調査を実施した際にも、セクハラ
行為をセクハラだと思わない女子マネージャーの存
在が明らかとなりました。日本とカナダの大学で調
査した結果は、『〈女子マネ〉のエスノグラ
フィー：大学運動部における男同士の絆と性差別』
（2018年、晃洋書房）に執筆しました。
これからの研究の目的は、女子マネージャー制度

における制度的な性差別の存在と女子マネージャー
がセクハラを甘受しやすい要因について明らかにす
ることにあります。本研究を通して、スポーツ環境
における様々な差別や暴力問題を組織的に解決する
ための良質なスポーツ・ガバナンス（組織統治）に
つなげる知見を見出したいと考えています。
●研究内容 中学校や高校でマネージャーを置いて
いるほとんどの運動部が男子部、あるいは男子しか
入部できない部であり、マネージャーの97%が女子で
あったという調査があるように、マネージャーの分
布には性的な偏りがあります（表1）。
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■ ■ ■ ■ ■ ■

男子運動部 女子運動部

女子マネージャー ◎（多い） △（わずか）

男子マネージャー 〇（少ない） ×（不在）

表１　マネージャーの分布表


